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増殖糖尿病網膜症の硝子体液中には蛋白糖化最終産物の中でも pyrraline や imidazolone 濃度
が高値であった．さらに糖尿病患者の硝子体液における total antioxidant power が低値を示す
ことより，酸化ストレスの亢進が眼局所でも生じていることが明らかになった． 
実験的には，蛋白糖化最終産物と蛋白糖化最終産物受容体の相互作用の亢進によって，網膜血
管への白血球粘着や網膜血管透過性の亢進という，糖尿病網膜症の前段階の変化が in vivo で
生じていることが明らかになった．さらに蛋白糖化最終産物と蛋白糖化最終産物受容体の相互
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よび imidazolone）の量を ELISA を用いて検
討した．その結果，非糖尿病群に比較して糖
尿病群，特に糖尿病黄斑浮腫の患者において



























硝子体中の pyrraline および imidazolone は
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①加治優一
蛋白糖化最終産物 AGE と接着分子． 
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①加治優一，藤井紀子．蛋白質の異常沈着が
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